
青森を離れて京都で一人暮らし

をはじめて，はや半年が過ぎまし

た。僕は社会心理学や犯罪心理学

を学んで警察官として働きたいと

思い，心理学部に入学しました。

心理学部では，思っていたよりず

っと科学的だったことに驚きまし

た。ラットを使う実験があること

にも驚きました。

今日は 10月の金曜日。朝ご飯

はだいたい毎朝自炊しています。

今朝はご飯に目玉焼き。自炊もな

かなか上手になりました。大学ま

では自転車で行きます。近いです

が，油断すると遅刻します。

1 限目は「心理学統計法」。科

目名を聞いたときは難しそうだと

と驚くほど難しく，僕の星形はひ

どい形になり，同じグループの林

さんに笑われました。それでも何

度か練習をしていると徐々にうま

くできるようになっていき，新し

い行動を学習していく原理を実感

できました。通常，鏡映描写の実

験は文字通り鏡に映った像を見な

がらするらしいのですが，担当の

加藤先生はビデオカメラで撮った

映像を小型モニタに映して，その

映像を見ながら描くという装置を

考案されたので，左右だけではな

く，上下が逆さになるなどの条件

が次々に出てきました。ひたすら

星形を描き続けて大変でしたが，

みんなの星形もひどい形だったの

でおもしろかったです。

4限目は授業がないので，友達

とカフェに行きました。みんなで

甘いものを食べて，話をするのは

楽しいです。席を外した隙に小宮

くんに僕のワッフルが食べられて

いました。高見くんがそそのかし

たようです。

その後は，心理学部の先輩と心

理学について勉強するサークルに

思いましたが，担当の

畑先生はわかりやすく

教えてくれるので，今

のところ大丈夫です。

2 限目の「建学の精

神とキリスト教」の後

は，友達と大学の食堂

で昼ご飯。今日はご飯

とハンバーグと野菜の

和え物です。

3 限目は「心理学実

験演習」。これは心理学の基礎的

な実験を少人数のグループで体験

しながら学ぶ授業で，高校までの

授業とはまったく違っていておも

しろいです。今，僕が受けている

実習のテーマは鏡映描写といいま

す。星形のような簡単な図形を鉛

筆で描くのですが，自分の手元を

直接見て描くのではなく，鏡に逆

さに映った像を見なが

ら描きます。自分が描

いたものが，鏡では逆

さに動いている。ただ

これだけのことで，説

明を聞いたときは簡単

だろうと思っていまし

たが，実際にしてみる

同志社大学
心理学部 1年

安保慶二（あんぼ　けいじ）

2010 年の現在，大学や大学院で心理学を専門に学ぶ学生はいったいどのような学生生活を

送っているのでしょうか。今回の小特集では，学部1年生から大学院生まで，全国のさまざ

まな大学で「いま」心理学を学んでいる学生に，心理学を学ぶ生活を語ってもらいました。典

型的な1日を，朝起きてから夜寝るまでまるごと紹介してもらいます。心理学という生きた

学問の魅力，そしてその学問を学ぶ生活の生の魅力が伝わってくるはずです。（青山謙二郎）

小特集
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出席。今日の活動は，学園祭での

出店についての相談と，次回行う

実験についてのプレゼン。プレゼ

ンはグループごとにアイデアを出

して，投票で決定します。次回は

ソフトボール大会があり

ました。1年生から大学

院の先輩，さらに先生や

職員の人まで混合のチー

ムが 4チーム。僕のチー

ムはパイレーツという名

前で監督は中谷内先生，

キャプテンは 4 年生の尾崎先輩。

惜しくも準優勝でした。来年こそ

は優勝したいと思います。

対人魅力の実験に決まりました。

晩ご飯はそのままサークルの先

輩や友達と焼き肉屋さんへ。家に

帰ったのは夜の 11時。

2日後の日曜日には心理学部の

私は過去に，発達障害を抱える

友達に出会ったことがあります。

その友達とは言葉を用いてのコミ

ュニケーションが難しく，一緒に

楽しく遊びたいという思いをもち

ながらも，どのような接し方をし

たらいいのか戸惑うことがありま

した。また，友達がどのようなこ

とを伝えようとしてくれているの

から発達障害について学ぶだけで

なく，脳科学の立場や教育者の立

場からみた発達障害などさまざま

な視点から学ぶことができ，複数

の視点に立って学ぶことの大切さ

を知ることができました。また，

ゼミの仲間とのディスカッション

を通して多様な考えを知ること

で，視野を広くもつことの大切さ

を学びました。自分の関心のある

テーマを調べて発表する機会を通

して，調べたことや考えたことを

自分の言葉で相手にわかりやすく

伝えることの難しさを感じながら

も，自らが主体となって学ぶこと

で理解がより深まり，やりがいを

感じています。

このように発達障害について学

んでいくなかで，その知識を実際

に子どもたちとの触れ合いの場に

生かしたいという思いを抱くよう

になりました。そして，夏休みを

利用して，発達障害を抱える子ど

もたちと触れ合うことができるサ

マースクールボランティアに参加

しました。この活動を通して，子

どもたちのきらきら輝く笑顔をた

くさん見ることができ，子どもた

ちのほうからスキンシップをとっ

てくれたりと，言葉を介さないさ

まざまなコミュニケーションの方

法によって，相手の気持ちを理解

することができることを知りまし

た。

かなど，気持ちを正確に理解する

ことの難しさを感じることもあり

ました。そのような経験が，発達

障害とはどのようなものなのか，

また，発達障害を抱える子どもの

心理とはどのようなものなのか，

ということに興味をもつ大きなき

っかけとなりました。

私の通う大学では幅広い分野の

講義があり，その一つ

に「心理学講読演習」

という講義がありま

す。心理学講読演習と

は，自分が関心をもつ

心理学の専門領域を教

える教員を選択して学

ぶ，ゼミ形式の講義で

す。私は発達障害につ

いて学べる講義を選択

し，発達障害に関する

基礎的な理解から，発

達障害を抱える子ども

の心理や行動の傾向，

周りからの支援のあり

方まで幅広く学んでい

ます。さらにこの講義

では，心理学的な立場

東海学院大学
人間関係学部心理学科 2年

杉浦いづみ（すぎうら　いづみ）
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この活動を通して触れ合った子

どもたちは，一人ひとり異なる個

性をもっており，気持ちや伝えた

いことを自分なりの表現方法で表

してくれました。それを理解する

ことの難しさを感じながらも，子

どもたちの立場に立って気持ちを

共有することで，より一層理解が

深まるということを身をもって感

じました。

今後は，子どもたちに寄り添い，

こころの面からサポートできる職

業に就くべく，講義やボランティ

ア活動で学んだことを活かして，

より一層勉学に励みたいと思って

います。また，大学で出会ったか

けがえのない仲間とともに，時に

は切磋琢磨し，時には支え合いな

がら，目標に向かってまい進して

いきたいと思います。

この活動のように，講義での学

びだけで終わらせるのではなく，

実際に子どもたちと触れ合える機

会など，学んだことを生かせる機

会に自ら参加することで，講義で

学んだことが実体験を通してより

確かなものになり，新たに知った

ことや自分が実際に感じた疑問に

ついてさらに学んでみたいと思う

きっかけになりました。

私は 3 年次からはじまった

「専門ゼミ I」という心理学の授

業で，カウンセリング技法とスク

ールカウンセリングについて学ん

でいます。この授業がある日の 1

日をご紹介します。

「専門ゼミ I」は 2 限目に開講

されていて，10時 45分開始です。

ゼミは講義棟 10階にある，集団

療法演習室という部屋で行われま

す。所属している 3年生は 16名

で，ゼミを担当する先生と研究生

の方を加えた 18名です。

ゼミのテーマは「成長発達を援

助する人間関係の心理学」です。

先生が臨床心理士としてお仕事を

されてきたスクールカウンセラー

や大学のカウンセリングに関係す

る，青年期の臨床心理学・臨床心

理面接，学校での心理支援，人間

関係論を専門分野としています。

た「見えないものの受け渡し」な

ど，さまざまな対話と交流の課題

を通して，援助的なコミュニケー

ションと話の聴き方のスキルを積

む実習を行います。少しずつカウ

ンセリングの基礎を学んでいる実

感がしてきました。ゼミはワーク

やアクティビティを中心としてい

るため，他の多くの講義と異なり，

実際に体験して心理学を学ぶこと

ができます。

2限目のゼミが終了すると，午

後からはボランティアに行きま

す。ゼミがある日は大学から 15

分ほどのところにある適応指導教

室に行っています。適応指導教室

とは，長期欠席していたり，学校

に行きたいけれど行けなかったり

する小中学生の子どもたちが，学

校に復帰できるように一緒に勉強

や活動をする教室のことです。

私はこの適応指導教室で，週 1

回支援のスタッフとして活動して

います。昼休みに子どもたちと一

緒に遊んだり，授業に参加させて

もらい勉強を教えたりと，子ども

たちと同じ空間で同じ時間を過ご

しています。子どもたちの下校後

には，毎回ボランティアと指導員

の方とで反省会を行います。そこ

で，きょう起こったことの共有や

子どもたちとのかかわり方を話し

合います。

ボランティアは実際に臨床現場

で人とかかわることができます。

これは，大学の教室では絶対に学

スクールカウンセリングをはじ

め，対人援助とカウンセリングの

基礎となる理論について，体験学

習を通して学んでいます。

3年次の前期では自己理解を主

なテーマに，描画や無言の動作や

ノンバーバルなコミュニケーショ

ンを通しての自分を観察する課題

に取り組みました。自らが体験し

たこと，感じたことなどを表現し，

それを他者に伝えることが，自己

理解からさらに他者理解へと繋が

ります。他者との交流のスタイル

を認識しつつ，話を聴くことのス

キルが少し習得できたかなと感じ

ています。後期はイメージを使っ

明星大学
人文学部心理・教育学科 3年

坂本佑馬（さかもと　ゆうま）
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べないことです。私は将来，臨床

心理士の資格を取得して教育現場

で働きたいと考えています。ボラ

ンティアでは現場に入らせていた

だくことができ，勉強になること

がたくさんあります。だから今，

ボランティアにはとても力を入れ

ています。

だちと遊ぶ機会もたくさんありま

す。学生生活を充実したものにで

きるかは自分次第です。そのため

に私は，講義だけでなくボランテ

ィアやサークルなどいろいろなこ

とに積極的に参加するようにして

います。

適応指導教室でのボランティア

を終えると，大学に戻ります。図

書館でゼミ論文を作成するための

文献を調べたり，大学院入試のた

めの勉強をしたりします。

勉強やボランティアの他にも心

理学科の 3 年生全体で球技大会

をしたり，飲み会をしたりと，友

北海道大学は緑豊かな自然に囲

まれた広大なキャンパスが特徴で

あり，街中に位置しながらもとても

静かで落ち着いた環境が魅力です。

私の所属する文学部人間システ

ム科学専攻の心理システム科学コ

ースでは，2年次から専門的な科

目を受講することができます。ま

ずは「心理システム科学概論」で

心理学の根幹を，「心理学演習」

では英語や日本語の学術論文の読

み方を学び，「心理学研究法」で

は後述する「心理学実験 1」で得

たデータを結果としてまとめるた

めの方法がわかります。これらの

心理学の基本となるような事項を

学びながら，より専門的な講義を

受講していきます。例えば人間の

発達の過程や聴覚・視覚などの感

覚について，あるいはイメージに

ついての心理学など，さまざまな

こかの研究室に所属することにな

ります。大抵の場合，自分の興味

のある分野に従った選択をします

が，中には先生の人柄や研究室の

雰囲気で選ぶ人もいるようです。

研究室に所属してからは，卒業論

文の前身ともいえる「心理学実験

2」の内容について考えていきま

す。これは，各々興味関心のある

ことを中心にオリジナルな実験を

計画・実行しレポートにまとめる

という内容であり，それを卒業論

文の骨組みとする人が多数です。

これまでとは違い，一から自分で

考えていかなければならないの

で，迷うことも多いかもしれませ

ん。そんな時は先生や先輩に相談

すると，さまざまなヒントをくだ

さるはずです。

4年次になると，いよいよこれ

までの集大成，卒業論文を制作し

ます。3年次に行った実験のテー

マを膨らませたり，掘り下げた実

験を行うことが多いようですが，

全く新しい実験を計画することも

できます。

ここまでが心理システム科学コ

ースの概要です。具体例として，

私が所属する川端研究室

についてご紹介します。

当研究室は川端康弘教授

をはじめ学部生，大学院

生，留学生を合わせてお

よそ 20 名が所属してい

ます。主に視覚に関する

研究をされている方が多

く，例えば人の表情の認

知，空間認識，色彩など

内容の講義がありま

す。このように，心理

学についての知識に自

信がない人でも一から

はじめられるので，誰

もが安心して勉強する

ことができます。

心理学に少し慣れて

きた 2 年次の後半に

は，「心理学実験 1」で，

心理学の理論がどのよ

うな実験によって打ち立てられる

のかを実際に体験し，その結果と

考察をレポートにまとめていきま

す。この実験は他の講座，あるい

は他の大学と合同で行うこともあ

り，より幅広い知識を得られるこ

とでしょう。

2年次で学んだことは，3年次

以降の卒業論文研究に活かされま

す。3年次になると，それぞれど

北海道大学
文学部人間システム科学専攻 4年

小林麻子（こばやし　あさこ）
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私は去年 1 年間，明治学院大

学からの交換留学生として，アメ

リカ・ミシガン州にある Hope

Collegeという大学に留学してい

ました。一心理学部生の留学生活

をざっと知っていただけたらと思

い，今回ご紹介します。

まず私の毎日は，朝 8 時に起

しても働くというものでした。い

わば半分学生，半分インターンシ

ップのような状態です。日本語科

教授のもとで，クラスを一緒にも

りたてるというのが主な役割でし

たが，時には一人で授業を任せて

もらえることもあり，漢字などを

四苦八苦しながら教えました。

12 時に食堂で友達と食事を済

ませると，13 時からは「産業社

会心理学」の授業を受けました。

講義は主にレクチャー形式でした

が，少人数クラスのおかげもあり

ロールプレイやディスカッション

もふんだんに盛り込まれた授業で

した。レポートやテストの絶えな

い忙しい授業でしたが，社会心理

学を企業や社会で実際に起こる問

題解決に役立てよう，という授業

の目的がよくわかる，とてもおも

しろい授業でした。

14 時からは「日本語中級」の

クラスに参加し，それが終わると

近くにあるフェアトレードの店で

ボランティアをしました。棚卸，

レジ打ち，接客と一通りアルバイ

トのようなことを経験させてもら

い，勉強から一時離れてのとても

楽しい息抜きでした。

夕方には参加している心理学の

研究グループのミーティングへ。

生徒二人に教授一人という小さい

チームで，日本のひきこもりにつ

いてさまざまな論文を読み，日米

比較を交えつつ見解を深めまし

た。

夕食を終えると日本語アシスタ

ントとしてオフィスアワーの時間

床することからはじまりました。

軽く朝食を食べてから 8 時半か

らの授業である水泳に出発。北海

道と同様の気候といわれる場所

で，冬の早朝から水泳なんて……

と自分で思いながらも，室内プー

ルで泳ぎながら見る外の雪景色を

結構楽しんでいました。9時半に

泳ぎ終えると，10 時半からはじ

まるチャペルに間に合うよう準備

をします。私が留学した Hope

College はキリスト教色が強く，

チャペルでの集まりには毎回生徒

が溢れるほど参加していました。

クリスチャンではない私ですが，

人のこころを探るには宗教を知る

ことも大切！と思い（……という

のは心理学部生としての建前。そ

れ以上にチャペルでのバンド演奏

には宗教を超えて響くものがあっ

たという理由で），

なるべく参加するよ

うにしていました。

11 時からは「日

本語初級」のクラス

に参加しました。私

の交換留学プログラ

ムは通常と違い，学

部生として授業を取

る一方，日本語クラ

スのアシスタントと

もすぐに解決し，とても勉強になり

ます。

以上，心理システム科学コース

のご紹介をさせていただきまし

た。この文章を読んで，少しでも

心理学に興味をおもちいただけま

したら幸いです。

のスペシャリストが揃って

います。週に一度行われる

ゼミでは，和やかな雰囲気

の中で質問や意見が飛び交

い，活発な議論が繰り広げ

られます。博学な先輩方ば

かりなので，わからないこと

明治学院大学
心理学部心理学科 4年

近藤ひかる（こんどう　ひかる）
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私の所属する心理発達論コース

では，「人は一生を通じてどのよ

うに成長していくのか」というこ

とを学ぶ発達心理学を中心に，臨

床心理学や教育心理学，人格心理

学など幅広い分野について学ぶこ

とができます。また，大学院人間

発達環境学研究科心身発達専攻博

士前期課程の臨床心理学コースを

修了すれば，臨床心理士の受験資

格を得られます。

ここで，キャンパスライフをよ

り具体的にイメージしていただけ

るように，数ある授業の中でも最

も印象に残っている科目と，授業

がある日の典型的な 1 日の流れ

をご紹介したいと思います。

まず，最も印象に残っている科

目は「心理検査法（1・ 2・ 3）」

です。この科目では，まず毎回さ

まざまな心理検査の説明を講義形

力しあって仕上げていくことに，

苦しい中にも楽しさを感じながら

学ぶことができました。

次に，授業のある日の典型的な

1日の流れをご紹介します。朝は

1限目からの日は 7時前に，2限

目からの日は 9時頃に起きます。

私は大阪の自宅から通っています

が，大学近くに下宿する人はもっ

とぎりぎりまで寝ていられるよう

です。午前中は 1 コマか 2 コマ

の授業を受け，その後は学部の食

堂で友人と昼食を食べます。午後

からは 3 ～ 5 限がありますが，

全部授業が埋まっているというこ

とは少なく，空き時間は図書館で

勉強したり，食堂で友人と話した

りして過ごすことが多かったで

す。最終コマの 5 限目が終わる

のは 18 時半ですが，1 週間を通

してみると 16 時半過ぎまでの 4

限目で終わる日も多かったように

思います。

その後はアルバイトやサークル

活動に出かける人が多くいます。

飲食店などで調理や接客のアルバ

イトをする人もいれば，教育や福

祉などの現場で心理学と関連の深

いアルバイトをする人もいます。

式で受けます。次いで実習

として，同じコースの友人

とペアになって，それぞれ

が検査を実施する側と受け

る側の両方を体験します。

さまざまな心理検査に実際

に触れられたことは，大変

おもしろかったですし，貴

重な体験でした。心理検査

をお互いに体験した後は，その結

果やそこから考えられることなど

をレポートにして期日までに提出

することになりますが，この作業

がとても大変でした。期日までに

余裕をもって仕上げる人もいれ

ば，期日前日は寝ない勢いで仕上

げる人，さらには期日当日の朝に

学校に来て急ピッチで仕上げる人

もいて，各々の性格が出ていてお

もしろかったです。レポート提出

は毎回大変でしたが，提出した後

の達成感や同じコースの仲間と協

をもちました。生徒のほとんどが

キャンパス内に住んでいるため，

授業で忙しい昼よりも夜遅くに時

間を設定したほうが，オフィスに

足を運んでくれる子が多いようで

した。生徒が来れば，授業の遅れ

を取り戻すよう一緒に勉強した

り，日本語の会話練習に付き合っ

っていました。予習を終えるとア

パートに帰宅。就寝は毎日当然の

ように夜中の 3 時を超えていま

した。そしてまた翌朝 8 時に起

床……「とにかく日本に帰れば寝

られるから！」と，日々自分に言

いきかせていた毎日でした。

たり。生徒が来ないときには生徒

の宿題やテストを採点していまし

た。それが一段落すると今度は自

分の授業の予習や宿題をする時

間。英語で心理学の教科書や論文

を読み，課題をこなすのはなかな

か大変でしたが，興味深い授業に

向き合うことの楽しさのほうが勝

神戸大学
発達科学部人間形成学科 4年

上野純輝（うえの　じゅんき）
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時々，心理発達論コースからアル

バイトやボランティアが紹介され

ることもありますが，心理学の貴

重な現場経験を培えるようなもの

が多く，積極的にかかわっている

人もいます。私はアルバイトが終

わるのが 24 時を超えていたの

で，帰ってからは寝るだけでした

す。そのような心理学を学ぶキャ

ンパスライフを，みなさまがイメ

ージする一助に少しでもなること

ができましたら幸いです。みなさ

まがこれから輝かしいキャンパス

ライフを送られることをお祈りし

ています！！

が，下宿生の場合は，アルバイト

が終わってから集まって遊んだり

飲みに行ったりすることもあるそ

うです。サークルも運動系の人も

いれば，文化系の人もいます。

心理学で学ぶことは日々の生活

に活かすことができるものが多

く，そこに魅力や楽しさを感じま

ぱっぴろぽっぽぱっぱっぱー！！

携帯のアラームが鳴り響き，私

の 1 日がはじまります。今日も

携帯の中の人に感謝してから学校

に行こうと思います。私の家は大

学の近くにあるのですが，なだら

かな坂がずっと続き，その後なだ

らかな下り道が続く，平坦さとは

かけ離れた通学路となっていま

す。まるで人生のようです。その

ような（自転車通学の私には）過

酷な通学路を走破するためにも朝

ごはんは必須です。さあ，冷蔵庫

を開けてみましょう！！

「……やっぱり，中に何も入っ

ていませんよ……」

「だが断る！」

こんな会話がひとしきり展開さ

れ，和やかな空気のうちにお昼休

みが終わります。

午後からは講義があるので，教

室に向かいます。私の所属する研

究科の建物は複雑な造りになって

おり，ちょっと前まではよく迷子

になっていましたが，今となって

はもう何も怖くありません。認知

地図がビシッと構成されています

（認知地図：人が周囲の環境の空

間的な配置に対してもつ内的表

象，イメージ）。

さて講義がはじまりました。今

日の内容はうつ病。授業で扱われ

るのは正真正銘の病気であって，

巷でささやかれるようなヤンデレ

の「ヤン」とはちょっと意味あい

が異なってくるので注意が必要で

す。あらあら，先生がご立腹のよ

うです。どうやら学生が寝ていた

らしいです。大学は，学生が能動

的に学ぶ場所です。真面目に受け

ましょう。真面目に受けたら負け

かなとか思ってはいけません。わ

れわれが勝ち組です。

講義も終わり，また研究室に戻

ります。次のゼミで発表するため

の論文を読まねばなりません。大

学院までくると当然ですが，読む

内容は全部英語です。最近は日本

語を読む量より多いのではないか

と感じます。そのくらい読みます。

逃げちゃだめです。学部でもそこ

そこは英語を読むのでがんばりま

しょう。

気づいたら外も暗くなってきま

貧困にも負けません。

さて，そうやって大学に到着で

す。研究室に向かいます。私の研

究室は少数精鋭部隊であり，歴戦

のつわものどもが集まっていま

す。つわもの Aの M氏とつわも

の Bの M氏。紅一点の T氏。そ

して私，Tであります。イニシャ

ルだけで名前を書くとこうもバリ

エーションがないのかと，因子分

析にかければ見事に 2 因子が抽

出されること間違いないでしょう

（因子分析：直接観測できない潜

在的な何かがあると仮定しそれを

見つける方法）。各机には最新

（？）のパソコンが装備してあり，

われわれはこれを駆使し，広大な

インターネットというデータベー

スを航海し，お目当ての論文を探

し当てるのです。

さてそうこうしているうちに，

1日で最大のイベント「お昼ご飯」

がやってまいります。大学という

過酷な環境において心休まる数少

ない時間です。今日はつわもの A

の M 氏が買ってきてくれたよう

で，ありがたく頂戴することにし

ます。しかし，弁当が温まってい

ない……。

「よろしい……ならば合戦だ……」

「ちょっと屋上いこうぜ……」

広島大学
大学院総合科学研究科博士課程前期 1年

高田圭二（たかた　けいじ）
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した。そろそろ帰宅の準備にとり

かかります。今日の晩御飯は何を

つくろうかと考えながら，読み終

わらなかった論文を持ち帰りま

す。途中のスーパーに寄って食材

す。しかし，大丈夫だ，問題な

い！と心に誓って今日が終わって

いくのでした。

を買い帰宅します。ただここで一

つ注意しなければなりません。一

番良いものにしましょう。

晩飯もそこそこにして，持ち帰

った論文を開いてげんなりしま

私は現在，東北大学大学院で教

育心理学を勉強しています。受験

やテストのプレッシャーによって

勉強が苦痛になったという経験か

ら，大学に進学する前から「テス

トは学習者にどのような影響を及

ぼしているのか」という漠然とし

た疑問を抱いていました。自分の

周りにも同じような経験をしてい

た人がおり，このような現象を食

い止められないのかと思い，教育

関係の学部を志すようになりました。

しかし，どのような分野で自分の

やりたいことを勉強できるのかわ

からなかったので，教育について

さまざまな視点からアプローチし

ている東北大学に進学を決めまし

た。入学後，さまざまな授業を受

けて，自分の関心事を勉強できる

分野を選ぼうと考えていました。

授業を受けていくなかで，心理

学のおもしろさに惹かれ，教育心

理学コースに進みました。授業は

心理学の基礎的な知識を学ぶ講義

形式のものから，文献や論文を読

んだり実験を行う演習形式のもの

まであり，さまざまです。とくに

このように大学院では専門的な

内容が中心になります。自分のペ

ースで研究を進められる反面，自

分自身でペース配分や生活リズム

をつくることも大事になってきま

す。私の場合は，毎朝，授業のコ

マを参考に大まかな時間配分をし

て時間割のようなものを考えま

す。日中は主に授業や勉強，実験

などを行います。体力づくりや気

分転換のために，空き時間に学内

にある植物園などへ出かけたり，

散歩をしたりして体力をつけるよ

うにもしています。休日はどこか

へ出かけたり，友人と会うなどし

て満喫しています。また，行事が

あるときは積極的に参加していま

す。私の所属している研究科では

季節ごとの行事として，花見や新

入生歓迎会，追いコン，東北地方

特有の芋煮会などがあり，院生ど

うしの良い交流の場となっています。

私自身，自分の経験が研究のも

とになっていますが，心理学は

「心理」が研究テーマなので，日

常と結びついた学問だと思いま

す。しかし，人によって心理や問

題意識は異なっていると思うの

で，多くの人が心理学を学んで，

自分の考えを研究に反映すること

で，心理学という分野が発展して

いってほしいなと思います。

印象に残っている授業は，グルー

プで選んだ研究について，追試的

に検討するというものです。卒業

研究や大学院進学後は自分のテー

マに沿って研究を進めることにな

りますが，その前段階として，グ

ループで研究の進め方や実験方法

を経験するのです。この追試実験

を通して，データをとって分析す

ることの魅力を知りました。

大学院に進学してからは，学部

のときに比べると受ける授業も減

り，自分の研究を進めて，学会発

表を行ったりすることが中心にな

ってきます。他の院生と読書会や

勉強会を開いたり，研究の相談を

したりすることもありますが，基

本的には自分で研究を進めるので，

孤独な気持ちになったり，

独りで悶々と悩むことも多

いです。それでも，悩むぶ

ん，新たなことがわかった

ときの達成感はなんともい

えないものがあります。そ

の達成感が次の研究への原

動力となり，今の自分がい

るのかなと思います。

東北大学
大学院教育学研究科博士課程前期 2年

中野友香子（なかの　ゆかこ）
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